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教官の公募について
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　　　　　　　　　記

公募人員：理学部　助手　1名

講座名：情報科学科計算機科学講座

専門分野：計算機科学または関連の分野で研究業績

　　　　　があり，計算機教育及び研究に意欲のあ

　　　　　る方．

応募資格：（1）　博士の学位を有するか，又は確実

　　　　　　　　に取得見込みのある方．

　　　　　（n）　32歳以下が望ましい．

着任時期：1993年1月1日（予定）

提出書類：（1）

　　　　　（豆）

　　　　　（皿）

　　　　　（lv）

（V）

履歴書

研究業績リスト

主な論文の別刷（コピー可）

研究業績の説明及び将来の研究計

画（2，000字程度）

推薦書（自薦の場合は意見を述べ

ることのできる方2名の氏名，及

び連絡先）

8．宛先及び問い合わせ先：

　　　　　　高知市曙町2－5－1

　　　〒780高知大学理学部情報科学教室主任

　　　　　　　長沼英久

　　　　　　TEL　O888－44－0111　内線203

9．その他：①情報科学科は1990年4月に新設され

　　　　　　　r計算機科学」，r情報数理学」，r情報

　　　　　　　処理学」，r情報基礎学（1993年度設置

　　　　　　　予定）」の4講座から構成されていま

　　　　　　　す（各講座は教授1，助教授1，助手

　　　　　　　　1）．

　　　　　　　　1994年4月には大学院理学研究科修『

　　　　　　　士課程（情報科学専攻）の新設を予定

　　　　　　　しています．また，1993年3月に教育

　　　　　　　用電子計算機システムが導入される予

　　　　　　　定です．

　　　　　　②封筒にr応募書類在中」と朱書し，書

　　　　　　　留で送付のこと．

7．応募締切：1992年9月30日（水）必着

20 、天気”39．6．



運　と　勘一気象学における発見的研究の舞台裏一　　　　　　　　　　　361

す．21世紀の気象学，などということを論じている暇が

あったら，今できることをしっかりとやって，1992年と

いう年号の入った立派な論文を書いて下さい．

　最後は何やら禅坊主の説教めいた話になりましたが，

諸君の頑張りに期待しています．

酬e

1992年度国際通信研究奨励金の募集要領

　1．目的
　国際電気通信に関する基礎的または応用的調査，研究

を行うKDD社外の個人または団体に奨励金を贈呈し，

その調査，研究を奨励推進することを目的としておりま

す．

　2．調査研究計画

　国際電気通信の進歩改善のための独創的な内容であっ

て，その成果が国際電気通信の将来の発展に寄与すると

考えられるものを対象とします．

　なお，いくつかの学間領域にわたる研究も含めます．

また，開発途上国の国際電気通信の開発に寄与する調

査，研究を歓迎します．

　5．奨励金の額

　本年度は総額2，500万円程度で，これを10件程度の調

査，研究計画に対して贈呈する予定であります．

　4．申込み方法

　所定の用紙r1992年度国際通信研究奨励金交付申請

書」にご記入のうえ，1992年7月10日までに到着するよ

うお送り下さい．（当日消印有効）

　なお，推薦者は，機関の長またはそれに相当する方が

望ましいと考えます．

　5．選考
　当財団の選考委員会において選考のうえ，理事長が決

定いたします．

　6．通知
　申請された方に対して，選考結果を11月中旬に通知し

ます．

　7．奨励金の贈呈

　1993年3月下旬を予定．

　8．奨励金の使途

　当該調査，研究計画を達成するために必要な費用に使

用していただきます．

　9．成果の報告

　奨励金の受領者は調査，研究の完了後にその成果をr研

究報告書」として当財団に提出していただきます．

送付先〒153東京都目黒区中目黒2丁目1番23号

　　　　　財団法人　KDDエソジニアリソグ・アンド・

　　　　　　　　　　コンサルティング

　　　　　　　　　　電話　東京（03）3794－8203

1992年6月 27



376 つくばにおける「気象教室」

測発祥の地であり，すでに大正年間に高層気象台が設立

されたところです．また現在は気象観測測器を専門に取

り扱う気象測器工場や，気象学だけでなく地震学や海洋

学などの，広く地球科学全般にわたって最先端の研究を

行っている気象研究所もあります．このように歴史的な

意味でも，また気象事業の展望を開く上でも重要な，つ

くばに，博物館的な性格を持つ「気象資料館（仮称）」

を設立し，広く一般に公開できれば，地域にとっても喜

ばれるものと思います．また，このような広い意味での

キャンペーン活動が，気象知識の普及のみならず次の時

代を担う青少年のファソ層を広げることにもつながる事

と思います．その後この運動は，毎年の気象教室の機会

などを利用して，小さなリーフレットを作って，宣伝に

努めています．

．醐四e

1992年度研究調査助成募集要項

　1．対象者

　助成の対象となる者は，大学において学術文化の研究

調査に従事している個人又はグループとし，その研究者

の年齢は55歳以下とする．

　（注）　グループは，大学間にまたがってよい．また，

　　　その代表者又はこれに準ずる者の年齢は55歳以下

　　　に限らない．

　2．研究調査分野の範囲

　助成の対象となる研究調査の部門は，次のとおりとす

る．

　法律学，経済学，社会学，理学及び工学

　（1）　法律学，経済学及び社会学については，高度情

　　　報化や取引の国際化に伴って生ずる諸間題など，

　　　現在の重要課題に関する研究を重視する．

　3．助成金の額

　1992年度の助成金総額は，5，000万円とし，‘研究調査

1件につき100万円程度の助成を行う．

　なお，必要と認められる場合は，500万円の範囲内で

助成を行う．

　4．助成金給付の時期

　助成金は，決定通知後1ヵ月以内に給付する．

　5．助成金受給者の義務

　（1）助成金受給者は，研究調査終了後1ヵ月以内に

　　　研究調査の結果並びに支出の各概要を本財団所定

　　　の書式により報告しなければならない．

　（2）　助成金受給者のうち，研究調査期間が受給後2

　　　年以上にわたる者は，1年経過するごとに，その

　　　1カ月以内に研究調査の経過の概要を本財団所定

　　　の書式により報告しなければならない．

　（3）助成金受給者は，所期の成果を収めることが困

　　　難となったとき，又は研究調査の継続が困難とな

　　　ったときは，書面により速やかに報告しなければ

　　　ならない．

　6．助成金給付の決定及び通知

　助成金給付の決定は，研究調査助成選定委員会の選定

を経て理事会が行い，理事長がその結果を11月上旬頃書

面により申請者に通知する．

　申請書の審査にあたり，委員会において必要と認めた

場合は，実施計画等について説明を求めることがある．

　乳申請手続

　（1）　申請の方法

　　　　本財団所定の申請書に所属機関の長の推薦書及

　　　び同じ専門の学者の推薦書を添えて提出する．

　　　（申請は1大学1部門につき，2件以内とするよ

　　　う，学長にお願いしております．）

　（2）　申請書提出期間

　　　1992年6月1日から8月20日まで．

　（3）　申請書提出先

　　　　財団法人　日本証券奨学財団

　　　　東京都中央区日本橋茅場町1丁目5番8号

　　　　　東京証券会館3階（郵便番号103）

　　　　　（電話東京（03）3664－7113）

42 、天気”39↓6．



390

　一最近は，海氷のモデリングにも興味をお持ちです

ね．

　1983年に（ついでにこの年はエルニーニョでしたが），

海軍の大学院学校（Naval　Postgraduate　School）に滞在

する機会があり，そのときMiles　McPheeから海氷の下

の乱流観測の話を聞きました．私は，彼が’してくれた海

氷の成長・融解のメカニズムに関する当時の説明に満足

できず，とうとう自分でこれらのメカニズムに？いて熱

心に考え始めるようになったのです．幸い，海軍から研

究費が出ることになり，McPheeと一緒に海氷のモデリ

ソグの研究を始めることになりました．海氷のモデリン

グは乱流のモデリングに較べるとはるかに経験的な記述

が多いのですが，それだけに興味深く，また研究される

べきことも多いと思います．

　一今後どのようなことをやづて見たいとお考えです

カ、？

・いくつかありますが，1つは海洋のデータ同化の問題

です．現在ば小さなスケールで取り組んでいますが，次

第に大きなスケールに拡大して行きたいと考えていま

す：，もう1つは・大気・海洋の境界層モデルと波浪モデ

ルを結合させて大気・海洋の相互作用を調べてみたいと

考えています，技術的なことで嫉ありますが，大がかり

な並列計算にも興味を持っています．一「一

　一最後に，若い人達へのアドパイヌがありましたら

お願いします．

　そうですね……，特にありません．ただ，1つだけ言

えるのは，科学者というのは大変幸せな職業だというこ

とです．自分の面白いと思うことをやりながら，給料が

もらえるのですから．そして，大気や海洋（物理学や数

学ももちろんそうでしょうが）の研究はとにかく魅力的

な職業だと思います．

　r一どうも，ありがとうございました．

　インタピュー翌日の昼休み，研究所の食堂でたまたま

メラー教授に出会った．教授はにこにこしてやってきて

「きのう，イソタビューのときに1つだけ言い忘れたこ

とがありました．私は大工なんです．」という．何のこ

とか分からず私が戸惑ってし｝・ると，敦母は構わず続け

て，r私は息子達と一緒にブロック島（ロングアイラソ．ド

の東に隣接する小島）に別荘を立てたんですよ．1980年

に始めて・ようやく一昨年巾肇を完成させました・．」と

嬉しそうに話した．オプティミズみ．とチ、ヤレソジ精神，

この2つが教授の研究を支えてきた原動力らしいと思い

あたった．・・　　　　　　　　　　　　（新野　宏）
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高知大単理学部物理学科　教官公募
＼

1．所属部門：地球物理学講座．

2．公募人員：助手　1名

3．専門分野：気象学（大気乱流及び大気境界層）

4．着任時期：1993（平成5）年4月1日予定

5．応募資格：博士の学位を有する方，又は学位取得が

　　　　　　確実である方．年齢は30歳以下とする．

　　　　　　　当地球物理学講座には気象学専門の千葉

　　　　　　修．「（教授）と，地殻物理学専門の田部井

　　　　　　隆雄，（助手）がいます．気象学の千葉に

　　　　　　研究協力の出来る方が望ましい．

6．提出書類：履歴書（1通），論文（業績）リスト（1

　　　　　　通），主要論文別刷（各2部，コピー可），

　　　　　　簡単な研究計画書（1通），推薦書，又は

　　　　　　本人について精通されている方の意見書

　　　　　　　でも、よい．

7．応募締切：1992年10月31日（土）必着

8．応募書類送付先・問い合わせ先：

　　　　　　〒780高知市曙町2丁目5番1号

　　　　　　　　　高知大学理学部物理学教室主任，

　　　　　　　　　　西山精哉

　　　　　　TEL　O888r44－0111（代表）　内線653

56 、天気”391・6．


